
重点的方針 ３-１　公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 防災安全課

まちづくりの方向性 ３　交通環境と防災対策の向上

分野別方針 ５　環境、防災

実施計画事業 交通安全推進事業（No.53）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 交通安全推進事業 98.1 A

０２ 交通安全施設維持・整備事業 99.9 A

０３

０４

方向性

④廃止

０５

課題
（箇条書き）

・高齢者・自転車事故を重点に交通事故を1件でも多く抑制するために関係各課・団
体との連携強化が必要
・街路灯や道路反射鏡の安全性確認と効率的な運用

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

A

説明
・関係団体と連携をし、交通安全運動、交通安全教室を実施することで交通事故抑
制に努めている。
・街路灯及び道路反射鏡の効率的な運用も引き続き行っている。

意見等
交通マナー向上、関係団体との連携強化、施設整備や設備の効率的な運用など、継
続的な事業展開が必要となる。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施



重点的方針 ３-１　公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 防災安全課

まちづくりの方向性 ３　交通環境と防災対策の向上

分野別方針 ５　環境、防災

実施計画事業 防犯対策強化事業（No.54）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 防犯対策事業 99.2 A

０２

０３

０４

方向性

④廃止

０５

課題
（箇条書き）

・安全安心まちづくりを推進するために関係各課・団体との連携強化のもと見守り体制
強化が必要
・防犯灯の安全性確認と効率的な運用

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

A

説明
・町民生活に安全安心をもたらすために、関係団体と連携して防犯事業を推進している。
・防犯灯の効率的な運用に努めている。

意見等
地域、団体、行政が一体となって二宮町の安全安心まちづくりを継続的に実施していく必
要がある。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施



重点的方針 ３-１　公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 防災安全課

まちづくりの方向性 ３　交通環境と防災対策の向上

分野別方針 ５　環境、防災

実施計画事業 地域の安全力向上（No.56）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 安心安全まちづくり事業 - A

０２

０３

０４

方向性

④廃止

０５

課題
（箇条書き）

地域の安全力向上に必要な関係団体相互（行政含む）の連携強化を図るため、二宮
町安全安心まちづくり推進協議会の効率的な運営を継続する必要がある。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

A

説明
関係団体相互の連携による安全安心まちづくり旬間での全町的な活動とともに、安全安
心まちづくりを推進していくための連携体制が図れている。

意見等
協議会において、より具体的な活動連携を図るようになっているため、継続した運営により
連携強化に努める。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施



重点的方針 ３-１　公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 防災安全課

まちづくりの方向性 ３　交通環境と防災対策の向上

分野別方針 ５　環境、防災

実施計画事業 地域防災支援事業（No.58）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 防災訓練・自主防災組織育成事業 100.0 A

０２ 女性防災活動事業 95.3 B

０３

０４

方向性

④廃止

０５

課題
（箇条書き）

・自助、共助を中心とした自主防災力の向上
・災害対策本部と災害時地区本部の連携
・自助・共助・公助一体となった防災体制及び連携強化の推進

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

A

説明

・総合防災訓練、自主防災訓練、指導員研修会、防災講演会等をとおして、自主防災組
織の育成を重視し、自助の重要性の普及啓発や連携強化などを含めた、包括的な防災
体制の推進を図っている。
・混乱しやすい初動期の行動を円滑に行えるよう自主防災組織活動マニュアル（地区防
災計画）や広域避難所運営マニュアルの改訂を進めている。

意見等
・従来の自主防災訓練等の継続を基本に、自主防災組織活動マニュアル（地区防災計
画）の改訂に向けた支援と広域避難所運営マニュアルの改訂により、防災力の向上に努
める。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施



重点的方針 ３-１　公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 防災安全課

まちづくりの方向性 ３　交通環境と防災対策の向上

分野別方針 ５　環境、防災

実施計画事業 防災・危機管理体制強化事業（No.59）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 防災施設維持管理経費 96.5 A

０２ 防災対策経費 88.1 A

０３ 災害時応急救護所運営事業 70.4 B

０４ 農業施設災害復旧事業 0.0 A

方向性

０５ 水産施設災害復旧事業 0.0 A

課題
（箇条書き）

・町の防災力向上及び危機管理体制の強化
・災害時の安定的な施設運用の整備と平常時の効率的な施設運用
・中央応急救護所の運用について検討が必要

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

A

説明

・自主防災組織の育成による町の防災力向上や業務継続計画策定、災害対策本部訓
練、関係機関との連携強化による危機管理体制強化の推進に努めている。
・防災施設の平時からの整備と効率的な活用に努めているが、住民へのより迅速かつ確
実な情報提供について推進を図ることが望ましい。

意見等

・町の防災力向上及び危機管理体制の強化については、常に情報収集し、継続して行
う。
・防災施設の運用は、災害時の機能を念頭に効率的な更新及び運用を継続して行う。
・防災行政無線の機能及び補完事業の拡充を検討する。

０６ 災害復旧事業 0.0 A

０７

④廃止① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施


